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概要

自分で運転して通院している杖歩行の外来透析患者が、雨の日の透析日に玄関まで歩いてきたところで転倒した。患

者は透析日は来院時に持参荷物も多い上に、杖歩行のためバランスも崩しやすい状態だが付添や介助者はいない。

要因

雨の日は玄関前の路面の吸水性が乏しいため、常に濡れている状態で滑りやすく、過去に転倒事故発生した際にマッ

トを敷くようになった。マットは高さがあるため、歩行障害のある患者や高齢者はマットの段差で躓く危険性もある

のに予測していなかった。

対策

マットを外すためには、玄関前の路面が常に濡れている状態にならないように、吸水性の良い路面に修繕工事出来な

いか現在検討中。付添はいないため透析日の来院時には車で病院に到着した際に連絡していただき、透析室スタッフ

が玄関へ迎えに出て見守りすることになった。
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